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研 究 課 題 日本と海外のハウジング・ファーストの比較研究 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

 長期のホームレス状態の人々を支援するハウジング・ファースト（HF）はアメリカで誕生し、

現在は世界各地を席巻している。HF の画期的なところは、シェルターなどの「中間施設」を

経ずに、文字通り直接アパートに入居することを実現させた点である。従来のホームレス支

援プログムは「トリートメントアプローチ」と呼ばれ、いわゆる階段モデル（staircase model）

を前提とし、施設からの「ドロップアウト」の多さが指摘されてきた。それに対して HF によ

るアプローチの驚くべき点は、路上からアパートに住居を移行した人々が、アパートを出る

ことなく、そのまま居住する「定着率」である。本研究は日本での HF の完全な実現に向けて、

世界の HF による支援がどのように実施されているのかを明らかにすることを目的とする。 

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

 令和４年度はヨーロッパ（フィンランド等）あるいはカナダのいずれか１国に短期滞在し、

支援団体の実践を視察、コネクションを構築する予定であったが、渡航を中止した。そのた

め今年度は文献調査および海外報告に向けての準備を行った。その結果、International 
Sociological Association2023 での報告が承認された。 
 国内でハウジング・ファースト型の支援を受けた方へのインタビューを複数回行なった。

なかでも、都市における地域生活移行後にアパートから退去することの意味世界を考察した。

このインタビューの内容については来年度に刊行予定である。 

研 究 
 

の 
 

考 察 
・ 

反 省 

 「市場の論理」と「ケアの論理」（Mol 2008=2020）のもつれを、当該研究の領域において

も社会史的な観点からひもとく必要性がある。それらの配置構造を明らかにしたうえで、質

的なデータを位置づけていく必要があると考える。 
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